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鹿児島純心女子短期大学研究紀要投稿規程
１．投稿資格
　　投稿資格は本学専任の教職員，非常勤講師および紀要編集委員会が

認めた者とする。ただし，共同研究者についてはこの限りではない。
投稿は原則として，単著・共著に関わらず１人２原稿までとする。

２．原稿の種類
　　次の２種類に分けて募集する。
　⑴�　研究論文(Article)。独創的，かつ学術的内容で価値が認められ

るもの。
　⑵�　報告・資料(Report)。学術研究を目的として実験，調査，統計

などのデータをまとめたもの。または事例報告，実践報告など。
　　�　投稿時に⑴，⑵の種類を申請する。ただし，投稿原稿の内容から

判断して変更する場合がある。
３．原稿の執筆要綱
　⑴�　完全原稿であること。原稿提出後の文章，図表などの改正および

書き換えは認めない。
　⑵�　原稿は原則として横書き，ワードプロセッサ使用。日本語ではＡ

４判，42字×38行20枚以内。欧文ではＡ４判，double spaceで35枚
以内とする。刷り上がり頁にして20頁以内とする。

　⑶�　標題には必ず欧文のタイトルを並記し，日本語または欧文のkey 
words(５個以内)とアブストラクト（要旨）をつける。アブスト
ラクトは日本語の場合は450字以内，欧文の場合は150語以内とする。

　⑷�　図表，文献および注の記載方法は各所属学会・学会誌の投稿規程
に準ずる。

４．校正
　　校正は著者が行い，三校までとする。ただし，文章や図表の体裁の

詳細は紀要編集委員長に一任する。
５．著作権および電子化による公開
　　本誌に掲載された著作物の著作権は執筆者に属するが，著作物は原

則として電子化し，国立情報学研究所等の公的機関のホームページ等
に公開されることを許諾するものとする。
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